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　　　　　　　　　北斗に依る時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌　米　　田　　勝　　彦

一昨年一月號に「シリウスに依る時間」ε題するものX中で，北斗七星

に依って時間を知る方法を他日述べるご約束したまX，多忙のナこめ今まで

果さなかったが，二月一日より幹部候補生ξして入螢するので，暫く筆を

持つ機會が少いので急に思ひ立って書くこミNしナこ．C，　C．　Wylie氏のTime

by　the　Big　Dipperに依ったこεを附記します．

　　　　　　　　　　1ピン5は斯くして得られナこ．

　大熊座のαΣ　βKSは北斗の指示星ε云はれて居る．北斗を眺める人は

誰でも，其れが北極星の周りに圓を描くこεを知って居り，其の廻樽方向

は，時計の針こ反封である．此の見懸の運働は，地球の廻韓に依るもので，

地球は，其の軸の周りに，24時間で一廻書する故，北斗七星は北極星の周

りに一廻鯨する．北極星を中心εして，指示星を時針εする大時計を想像

するならば，其の設みは，2時間の時の経過に無して1時間曲減する事：を

知るであらう．例を上ぐれば午後7時に指示星が眞左（9時の讃み）にす

るならば，6時間後園ち午前1時には，最下（6時の赤み）こなるであら

う．

　一年中折々北斗七星を，注意して眺めるε夕方早く室に見得る襟な位置

に來るこεを知る．是は太陽の周りを地球が公乱するために起るのである．

地球は此の軌道を一巡するに12ク月を要し，又時計面を時針が一週する

にも，12ケ月を要するから北天の大時計の窪みは，毎晩同時刻に跳める入

に1三っては，一ケ月に1時間つつ攣化する，

　以上の考察から次の法則を使用して時刻を知るこεが出來る．

　　　　　　　　　　　2．　方　法　第　一

　北天の時計から時刻を求むる順序を記せば．

（1）批の北天の大噺で÷醐まで磁仏間富め・

（・）上蜘・胴旧膿の月一婦一月まで磁に加へよ・

是は室の讃みを一月一日夜の時間に直す事になるのであるが太陽の周りを
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地球が廻る蓮動が室の工みを一月一時間つつ髪へるこεを利用したにすぎ

ない．

　（3）次に上の和を二倍する．

　是は室の時計が，12時間であのに，一日は24時間であるS云ふこミを

示す，

（・）16t或は二倍し緻醍より大きければ16÷＋・4一＝・・÷か

ら，上の二倍しナこ撒を引け，そうするS，其の撒が地方時の午後の時刻を

表すこ・になる・此の16÷舐ふ欄1よ唄旧の正午の北天の謝の

二倍である，

　　　　　　　　　　　3，　方　法　第　二

　北斗七星は北極星の周りを反時計式に廻忘するから，是を鏡に映して，

．逆時計面を使用しナこ方が簡軍かも知れない。其故，讃みは北斗の見懸けの

蓮動の方向に｝曾加するであらう．9月5日の北天の時計は正午に12を指

すから，此の日からの月の鰍を知るこεに依って次の法則が得られる．

（1）塒緬を逆にして北天を÷u寺間まで磁に謝

　　　　（讃みが3時ε云ふのは眞西，9時ε云ふのは眞東を指す．）

　（2）　9月5日以後の月の鰍を室の讃みから減せよ，或は9月5日以

前の月の撒を加へよ．

是は9月5日夜の同時刻の室の讃みを導くもので，若し12を越へれば，

適當な讃みが得られるまで12を減すればよい．

　（3）上の撒字を二倍せよ．是が地方時の午後を表す．若し12を越へて

居れば，エ2を減するS午前の時刻を示すこごξなる．

　　　　　　　　　　　　4．例　　　　題

　二月二十二日夜北天の讃みは2時30分ミ推定される．地方李下時を求

めよ．

　方法第一に依れば

。）　2－i，F

（・）正朋後は1÷心あるから
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（3）　4tX2－sS

（4）　i6t－8g－7g

　　　故に求むる時刻は午後7時45分である．

　　　次に方法第二に依れば

　（1）逆時計面で讃めば2時30分ε云ふは9時30分εなる．

　　　　　　　9一券

（・）・月22日は，・月・日臓・÷月を継し帽るから・

　　　　　　　　1　一1
　　　　　　　9－1一一一5一｛一＝　4
　　　　　　　　2　V2

（3）　4－ll一×2一＝8

　　　郎ち午後8時ミなる．

　　　此の例題に於て二つの方法で÷糊程購・徽襖一る砒の

　　襟なここはしばしば起るこごである．

　　　　　　　　　　　　5．経度の補正

　上の方法で求めナニ時刻は，其の地の地方時であったが其の地の中央標準

時に直すには，中央標準時の子牛線ミ其地の経度Sの度藪の差を知れば求

むるこεが出來る．日本では東経135度の子午線を，標準ミして居るが，

此の135度より西に1度づx離れる毎に先に求めナこ時刻に4分づΣを加

～東1・1胸囎・る駄・分轍ぜねばならぬ，槻は鞭141吉

度であるから

（141S－135）×・一26（分）だ・ナ灘ねばならぬn

棘は辮139一睡であるから

（1399－13・）×・一19（分）だ・ナ躍ねばならぬ．

京都は輕135÷度であ・から

（135÷一135）×・一・（分）だけ減ぜねばならぬ．


